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２００３年９月２９日から１０月１日まで東京で開催された第３回アフリカ開発会議

（ＴＩＣＡＤⅢ）の参加者一同は、１０年にわたるＴＩＣＡＤプロセスの成果と、アフリ

カ大陸及び国際社会における最新の趨勢を踏まえてＴＩＣＡＤプロセスの将来像について

議論を行い、以下の通り宣言する。 
 
 
Ⅰ．アフリカ開発に向けた新たな挑戦－ＮＥＰＡＤとＴＩＣＡＤ 

我々、ＴＩＣＡＤⅢへの参加者一同は、ＴＩＣＡＤプロセスが、冷戦終焉の結果、国際

社会のアフリカへの関心が薄らぎつつあった１９９３年に開始されたことを想起する。そ

の後１０年の間、ＴＩＣＡＤは、開発計画におけるアフリカ自身のオーナーシップの強化

を支援し、そうした開発計画への国際的なパートナーシップを再活性化することによって、

アフリカの国々や人々の視点に立ったアフリカ開発を一貫して推進してきた。そうしたＴ

ＩＣＡＤプロセスの基本原則は、今やアフリカ諸国のみならず国際社会全体に広く受け入

れられ、国連やＧ８プロセスといった国際的な枠組みの中でのアフリカ開発への取り組み

を促進するのに大きく貢献してきた。 

１９８０年代から１９９０年代にかけてアフリカの指導者達は、ラゴス行動計画やそれ

に続くアフリカ経済委員会の設置への合意を通じて開発過程においてアフリカのオーナー

シップを示す政治的な意思を表明していた。新しい世紀の始まりと共に、アフリカ統一機

構（ＯＡＵ）からアフリカ連合（ＡＵ）への発展や、ＡＵのプログラムとしての「アフリ

カ開発のための新パートナーシップ（ＮＥＰＡＤ）」の採択を通じて、そのような政治的意

思の実現のための枠組みが成立した。国際社会は、こうしたアフリカの取り組みを歓迎し、

「ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）」、「後発開発途上国（ＬＤＣ）行動計画」、「モンテレー・

コンセンサス」、「Ｇ８アフリカ行動計画」、「ＷＳＳＤ実施計画」等のイニシアチブを通じ

て、持続可能な開発に向けて一団となって協力を差し伸べることを提示した。こうしてア

フリカ及び国際社会双方における動きは、アフリカのオーナーシップと国際社会のパート

ナーシップの相互作用プロセスへと発展した。このようなアフリカ開発における重要な契

機となりうる良好な国際的潮流を認識しつつ、ＴＩＣＡＤプロセスは、ＮＥＰＡＤと共に、

自立的かつ持続可能な開発に向けてアフリカの豊富な天然資源及び人的資源を最大限に活

用し、また世界経済への統合を通じた貿易・投資の利益を享受して、２１世紀をアフリカ

の世紀にするというアフリカのビジョンを実現するという新しい挑戦に乗り出そうとして

いる。 

我々、ＴＩＣＡＤⅢの参加者は、ＴＩＣＡＤプロセスの１０周年というこの記念すべき



機会にＴＩＣＡＤプロセスの基本哲学を再確認すると共に、アフリカ開発という目標への

我々の政治的な決意を新たにする。我々は、このＴＩＣＡＤ１０周年宣言が、２１世紀の

アフリカ開発に向けて大きく前進する、さらなる重要な一歩となることを確信する。 
 
 
Ⅱ．ＴＩＣＡＤプロセスの功績 

我々は、ＴＩＣＡＤプロセスは、単なる一連の会議ではなく、それ自身が発展していく

「プロセス」であるということを強調する。ＴＩＣＡＤ本会合は、ＴＩＣＡＤⅠ（１９９

３年）及びＴＩＣＡＤⅡ（１９９８年）においてそれぞれ採択された「東京宣言」や「東

京行動計画」などを通じて、アフリカ開発における開発哲学と優先分野に関する幅広いコ

ンセンサスを形成してきた。さらにＴＩＣＡＤプロセスは、人的資源開発や経済・社会イ

ンフラといった分野において、そのような開発哲学や優先分野を目に見えるプロジェクト

として具体化する触媒としての役割をも担ってきている。このようにＴＩＣＡＤプロセス

の１０年間に亘る絶え間ない努力は、アフリカ開発に関する独自の視点を打ち出し、パー

トナーシップの新しい素地を育むなど、アフリカ開発に着実に貢献した。その主な功績は

以下の通りである。 
 
１．アフリカ問題への関心喚起 
ＴＩＣＡＤの各会合が、国際社会の関心が他の地域へと傾きかけていた時に、国際社会

のアフリカ開発への関心を維持するのに貢献したことを想起したい。ＴＩＣＡＤＩは冷戦

終結後の１９９３年に、ＴＩＣＡＤⅡはアジア金融危機後の１９９８年、ＴＩＣＡＤ閣僚

レベル会合は米国におけるテロ事件後の２００１年１２月に開催された。このような厳し

い時期においても、ＴＩＣＡＤプロセスは他の地域的、国際的イニシアティブと協力して、

一貫してアフリカ開発に焦点を当て、モンテレイで行われた開発資金国際会議、Ｇ８サミ

ット、ＷＳＳＤ、第３回世界水フォーラム等の一連の国際会議においてアフリカ問題が主

要なアジェンダとなるための政治的モメンタムを形成した。このモメンタムは国連やＧ８

における国際社会の一致した協力を導くことに成功し、ＮＥＰＡＤやＡＵに示されるアフ

リカ自身の取り組みを補完することとなった。このようにＴＩＣＡＤプロセスはアフリカ

が直面する諸問題への国際社会の関心喚起に大きく貢献し、アフリカ開発を巡るアフリカ

内外における環境がこれまでになく良好な時に１０周年を迎える。しかしながら、カンク

ンにおけるＷＴＯ閣僚会合においてドーハ開発アジェンダがほとんど進展しなかったこと

を残念に思う。衡平な国際貿易の創設は依然としてアフリカ開発における主要課題である。 
 
２．オーナーシップとパートナーシップ 
ＴＩＣＡＤプロセスは、アフリカ開発におけるアフリカのオーナーシップとそのような

オーナーシップを支援する国際社会のパートナーシップがアフリカ開発においては必要不

可欠であることを一貫して主唱してきており、そうした開発哲学はアフリカを含む国際社

会に広く受け入れられた。特にＮＥＰＡＤは、アフリカ自身のオーナーシップを重視する



考え方や、平和とガバナンス、人材育成、インフラ、農業及び民間セクター開発等の重点

分野をＴＩＣＡＤと共有している。このようにＴＩＣＡＤプロセスはＮＥＰＡＤの成立を

歓迎し、ＮＥＰＡＤもＴＩＣＡＤプロセスをアフリカ開発の課題に取り組む上での極めて

重要なイニシアチブであると認識している。それゆえＴＩＣＡＤプロセスとＮＥＰＡＤが

互いに支援しあい、補完しあうのは自然な帰結である。 
 
３．パートナーシップの拡大 
ＴＩＣＡＤプロセスは、アフリカ諸国、アフリカの地域機関、アジア諸国、ドナー国、

国際機関、さらには民間セクターやＮＧＯを始めとする市民社会など多様な開発主体の積

極的な参画を得ている独自の国際的枠組みである。この幅広い連帯はアフリカ開発のため

のパートナーシップを広げ、発想を豊かにし、開発のための資源をより大きくしている。

特にＴＩＣＡＤプロセスが南南協力、なかでもアジアの経済発展の成功体験を活かしたア

ジア・アフリカ協力の重要性を強調していることは非常に意義深い。アジア・アフリカ協

力は、アジア稲とアフリカ稲の交雑種であるネリカの開発や、アジア・アフリカ両地域間

の経済連繋、特に貿易・投資を促進する民間部門の協力などに示されるように、大きな可

能性を有している。結果としてＴＩＣＡＤプロセスは、アフリカが直面する挑戦に立ち向

かうための選択肢を提示することにより、アフリカ大陸における開発の道筋に多様性とダ

イナミズムを提供した。それゆえアジア諸国がＴＩＣＡＤプロセスを通じたＮＥＰＡＤの

実施の支援に積極的に関与することが特に重要である。 
 
 
Ⅲ．ＴＩＣＡＤプロセスの未来への羅針盤 

我々、ＴＩＣＡＤⅢの参加者一同は、ＴＩＣＡＤプロセスがアフリカの努力とその開発

パートナーの取組、即ちアフリカのオーナーシップと国際社会のパートナーシップを調和

を促進し、共通の目標に向けて双方の資源を統合してきたことに満足している。こうして

ＴＩＣＡＤプロセスは、オーナーシップとパートナーシップを、アフリカ開発におけるよ

り拡大され、かつ重層的な協力を導く真の連帯に発展させてきた。今、アフリカは開発を

推進するための強力な乗り物であるＮＥＰＡＤを打ち出した。ＴＩＣＡＤプロセスが提示

するオーナーシップとパートナーシップの概念はこの車の両輪となり、アフリカとその開

発パートナーとの連帯はそのエンジンに、結集された国際社会の支援はその燃料となりう

る。更にＴＩＣＡＤプロセスにおけるハイレベルの政策フォーラムを通じて、アフリカと

その開発パートナーはアフリカ開発の羅針盤となるような基本的な哲学と原則を追求する。

「東京宣言」や「東京行動計画」等、既存の指針に基づく国際的な取り組みを確認しつつ、

我々、ＴＩＣＡＤⅢの参加者一同は、アフリカ開発において以下の諸点を重視し続けるべ

きであると再確認する。 
 
 
１．リーダーシップと国民参加 



オーナーシップに基づくアフリカ開発を実現するには、アフリカ諸国の政治的指導者が

力強く斬新なリーダーシップを発揮することが肝要である。さらに開発の主たる受益者で

あるアフリカの人々が、ＮＥＰＡＤの精神を共有し、開発過程に積極的に参加することが

不可欠である。アフリカの人々に本当の意味で直接裨益するバランスのとれた持続可能な

発展を確保することは、一つの方法で取り組むには余りに巨大な挑戦であり、相互に補完

しあう二つのアプローチの組み合わせによってのみ達成しうるものである。すなわちリー

ダーシップと民主的なガバナンスに基づく国家主導型の開発と、個人の能力向上を通じた

コミュニティを基盤とした開発の二つである。指導者と国民が価値を共有し、共通の開発

目標を達成するために協働することが重要なのである。強力なリーダーシップと草の根レ

ベルの参加に基づく国を挙げての取組（ナショナル・コミットメント）こそが、持続可能

な開発の成功を約束するだろう。 
 
２．平和とガバナンス 
我々は、アフリカの一部の地域において、アフリカ自身及び国際社会の努力により平和

と安定の状況が改善していることを歓迎する。しかしながら、そのような平和を定着させ

ることや、アフリカ大陸において依然続いている紛争を終結させることが、アフリカの国

があらゆる能力と資源を十分に経済成長と持続可能な開発に注ぎ込むために絶対に必要で

ある。紛争は、それ自体が国土を荒廃させ、国家と国民の資源を浪費するのみならず、難

民や国内避難民、地雷、そして時に紛争を悪化させる小型武器の拡散といった長期に亘っ

て継続する問題を残し、アフリカ開発の深刻な障害となる。いくつかのアフリカ地域機関

が紛争の予防と管理に関して重要な役割を担っていることは励みになるが、武装解除、動

員解除、元兵士の社会再統合、難民・避難民の帰還及び地雷除去などを含む「平和の定着」

プロセスは、なお国際社会からの広範な支援や小型武器の違法取引を防止する方策を必要

とする。さらに紛争の再燃防止のため、紛争の根本的原因の解決と、民主主義や適切なマ

クロ経済政策を含むグッドガバナンスに基づいた社会経済の着実な再建が必要不可欠であ

る。アフリカの開発はアフリカ諸国のオーナーシップにより主導されるべきものであるが、

紛争によりそのようなオーナーシップが発揮できないアフリカの国々や人々に対しては、

国際社会のパートナーシップが包括的かつ統合された支援を差し伸べるという重要な役割

を担っている。 
 
３．人間の安全保障 
国家の安定の確保はアフリカ諸国の開発の前提ではあるが、それのみではアフリカの

人々が直ちにより良い生活を送れるようになるわけではない。それ故、アフリカの人々を

彼らの生存や尊厳や日々の生活を脅かす様々な脅威から保護し、女性や子供、その他の弱

い人々を含む全てのアフリカの人々が、コミュニティづくり、国づくりのプロセスを形作

り、自らのものとすることができるように、能力向上を行うことが不可欠である。このよ

うな人々の保護と能力向上が、人間の安全保障の中核的概念である。２０００年の国連ミ

レニアム宣言や２００３年５月に発表された人間の安全保障委員会最終報告は、アフリカ



の人々が依然として、貧困、飢餓、エイズの蔓延を始めとする感染症、教育の不足等の深

刻な問題に直面しているという事実を強調し、アフリカが最も人間の安全が保障されてい

ない大陸であることを指摘した。ＴＩＣＡＤプロセスは、アフリカの人々がこのような現

在の辛苦から解放され、将来への希望と安心を携えて、開発過程に参加できるようにする

ために、人間の安全保障を重視していく。 
 
４．アフリカの独自性、多様性、アイデンティティーの尊重 
アフリカがその開発プロセスにおいてオーナーシップを完全に発揮するには、アフリカ

がアフリカ自らの手で開発目標を設定する必要がある。人類の揺籃の地であるアフリカの

歴史や文化に対する正当な理解と敬意に基づくアフリカの自信と尊厳は、アフリカ自身に

よるアフリカ開発の主要な原動力である。国際社会はそうしたアフリカの独自性、多様性、

アイデンティティーを文化的・歴史的な観点から認識するだけではなく、アフリカの発展

にとって欠くことの出来ないものとして認識する必要がある。このようなアプローチは、

ＮＥＰＡＤの開発哲学と合致するものであり、アフリカの人々が彼ら自身の運命を切り開

くパイオニアたることに資するものである。国際社会は、このような視点を支持し、アフ

リカに対する開発協力政策に組み込んでいくことが望まれている。 
 
 
Ⅳ．尊敬と相互信頼に基づく新しいパートナーシップ 

我々、ＴＩＣＡＤⅢの参加者一同は、アフリカ開発が直面する諸課題は、２１世紀にお

いてアフリカと開発パートナーの双方が取り組まなくてはならない、差し迫った世界的な

問題であると認識する。アフリカの開発はアフリカ自身とその開発パートナーの一致した

努力によってのみ達成されるものであるため、オーナーシップとパートナーシップを基に、

アフリカと国際社会の真の連帯を達成することが、ＴＩＣＡＤプロセスの究極目標の一つ

である。アフリカは自信と尊厳に基づき、自立的かつ持続可能な発展を追求するための方

向性を決定し、自らのものとしなければならない。同時に、国際社会もそうしたアフリカ

のオーナーシップを尊重かつ信頼し、アフリカ諸国が国際市場においてシェアを獲得でき

るよう市場アクセスや衡平な貿易に向けた現状の取り組みを強化すると共に、ＯＤＡの量

を増やしたり、海外直接投資を促進したりすることを通じて、アフリカが自らの開発資源

を最大限に活用できるように、十分かつ時宜を得た支援を行う必要がある。 

 

我々は、ＡＵが「今日における子供たちへの投資は、明日の平和、安定、安全、民主主

義及び持続可能な発展につながる」と訴えていることを想起する。またＮＥＰＡＤも「や

せ衰えたアフリカの子ども達に２１世紀は本当にアフリカの世紀であるとの希望を与え

る」と宣言している。我々、アフリカ諸国とその開発パートナーの代表は、相互の「尊敬」

と「信頼」を確認しつつ、アフリカの子供たちの心を絶望ではなく希望で満たし、子ども

達の生活に不安ではなく平和をもたらすために、今、新しい一歩を踏み出そうとしている。



この重要な一歩はアフリカの指導者だけによるものであってはならず、アフリカ諸国、さ

らには国際社会における全ての人々によって踏み出されるべき一歩である。我々は、強い

確信と共有された信念をもって踏み出されたこのような一歩は、真にアフリカを輝きと希

望に満ちた未来へ導くものであると固く信じる。 

 

 

我々、ＴＩＣＡＤⅢの参加者一同は、これまでのＴＩＣＡＤプロセスの成果を誇りを持

って確認するとともに、我々の前に立ちはだかる数々の新しい挑戦に対して国際社会が一

致して立ち向かうことにより、アフリカ自身のオーナーシップ、とりわけＮＥＰＡＤの実

施を支援していくことをここに誓う。 

 

２００３年１０月１日、東京 
（了） 


